
護
の
理
念
に
は
、
古
い
道
徳
の
匂
い
も
強
い
が
、
現
在
も
学
ぶ
べ
き

多
く
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
）

奈
良
時
代
中
国
大
陸
か
ら
漢
方
医
学
が
伝
来
し
、
和
漢
薬
と
そ
の

製
剤
を
用
い
る
漢
方
医
学
が
徳
川
末
期
ま
で
続
い
た
。
鎖
国
と
な
る

と
長
崎
の
和
蘭
商
館
の
医
官
を
通
じ
て
和
蘭
医
学
が
伝
わ
り
、
と
く

に
ボ
ン
。
へ
の
努
力
に
よ
り
、
文
久
元
年
、
日
本
最
初
の
洋
式
病
院
長

崎
養
生
所
が
開
院
し
、
彼
は
日
本
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
医
学
生
に
西

洋
医
学
の
ほ
か
、
薬
室
に
て
処
方
雲
調
剤
を
も
教
え
た
。
後
任
の
ポ
ー

ド
イ
ン
も
ボ
ン
。
へ
同
様
で
あ
っ
た
。
医
学
生
は
日
本
各
地
へ
帰
り
、

病
院
が
処
方
妻
調
剤
を
行
う
医
薬
兼
業
の
西
洋
医
学
。
長
崎
式
西
洋

医
学
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
五
巻
、
一
五
三
頁
）
を
日
本
中

に
拡
め
た
。
江
戸
で
は
幕
府
の
西
洋
医
学
所
を
興
し
、
こ
れ
は
明
治

と
な
る
と
大
学
東
校
・
東
京
帝
国
大
学
へ
と
発
展
し
た
。
「
明
治
と

な
り
ポ
ー
ド
イ
ン
は
浪
華
仮
病
院
・
国
立
医
学
校
病
院
（
院
長
緒
方

惟
準
）
へ
転
じ
、
後
任
の
エ
ル
メ
リ
ン
ス
（
院
長
高
橋
正
純
）
の
明

治
五
年
、
文
部
省
は
学
制
改
革
を
行
い
大
阪
を
廃
校
と
し
た
」
。

帝
国
大
学
医
学
部
薬
学
科
の
発
展

中
室
嘉
祐
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明
治
四
年
、
政
府
は
、
大
学
東
校
へ
ド
イ
ツ
軍
医
ミ
ュ
ラ
ー
少
佐

（
外
科
）
、
ホ
フ
マ
ン
少
尉
（
内
科
）
を
雇
用
し
た
。
西
洋
医
学
の
医

薬
品
は
ほ
と
ん
ど
が
化
学
薬
品
で
、
当
時
の
日
本
人
の
無
知
か
ら
偽

造
・
不
純
薬
品
が
横
行
し
、
ミ
ュ
ラ
ー
ら
の
進
言
で
明
治
六
年
、
第

一
大
学
区
医
学
校
に
製
薬
教
室
が
開
設
、
の
ち
十
三
年
、
医
学
部
に

製
薬
学
科
が
併
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
入
学
生
が
急
減
し
、
文
部
省

は
明
治
十
九
年
の
学
制
大
改
革
で
廃
校
と
決
定
し
た
。
こ
れ
を
聞
い

た
丹
波
藤
吉
郎
助
教
授
は
森
有
礼
文
相
に
直
訴
し
て
、
日
本
に
薬
学

教
育
の
必
要
を
懇
願
し
た
。
明
治
十
九
年
、
東
京
大
学
は
帝
国
大
学

と
な
り
、
医
科
大
学
に
薬
学
科
が
併
設
さ
れ
た
。
日
本
最
初
の
帝
国

大
学
医
学
部
薬
学
科
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
、
帝
国
大
学
を
東
京
帝

国
大
学
と
改
称
し
て
、
京
都
帝
国
大
学
が
設
置
さ
れ
、
三
十
二
年
、

医
科
大
学
が
開
設
さ
れ
た
。
明
治
三
十
六
年
、
福
岡
に
京
都
帝
国
大

学
福
岡
医
科
大
学
を
開
設
、
こ
れ
は
四
十
一
年
、
九
州
帝
国
大
学
と

な
っ
た
。
仙
台
に
は
札
幌
農
学
校
分
校
が
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
年
、

東
北
帝
国
大
学
が
創
設
、
大
正
四
年
、
医
科
大
学
が
設
置
さ
れ
た
。

大
正
七
年
札
幌
農
学
校
は
北
海
道
帝
国
大
学
と
な
り
、
八
年
医
科
大

学
が
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
六
年
大
阪
府
立
医
科
大
学
は
大
阪
帝
国
大

学
と
な
り
、
昭
和
十
四
年
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
が
設
立
さ
れ
た
。

帝
国
大
学
に
は
必
ず
医
学
部
が
設
置
さ
れ
、
医
学
部
に
は
附
属
病
院

な
ど
完
全
な
設
備
が
あ
っ
た
。

昭
和
十
四
年
京
都
帝
大
の
旧
医
化
学
教
室
な
ど
を
利
用
し
て
医
学

部
に
薬
学
科
が
併
設
さ
れ
た
。
終
戦
ま
で
東
京
・
京
都
帝
大
両
薬
学

科
で
は
植
物
成
分
・
精
密
有
機
化
学
の
多
数
の
研
究
と
薬
学
教
育

者
・
薬
学
研
究
者
の
育
成
が
行
わ
れ
た
。
他
の
官
公
私
立
の
薬
学
教

育
は
す
べ
て
薬
学
専
門
学
校
で
、
薬
剤
師
教
育
が
主
た
る
目
的
で
あ

っ
た
。終

戦
と
な
り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
軍
政
と
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節

団
、
医
学
使
節
団
、
薬
学
使
節
団
の
来
日
、
報
告
書
が
あ
り
、
薬
学

教
育
は
国
公
私
立
す
べ
て
四
年
制
と
な
り
講
座
の
拡
充
が
始
ま
り
、

薬
理
学
、
生
化
学
、
衛
生
化
学
、
生
物
薬
学
、
薬
剤
学
等
新
し
い
講

座
が
加
わ
り
、
新
制
四
年
の
薬
科
大
学
が
発
足
し
た
。

旧
帝
国
大
学
で
は
、
大
学
内
の
建
物
等
を
利
用
し
て
医
学
部
に
薬

学
科
の
併
設
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
①
東
京
Ｉ
明
治
二
十
年
、
②

京
都
ｌ
昭
和
十
四
年
、
③
九
州
’
二
十
五
年
、
④
北
海
道
’
二
十
九

年
、
⑤
大
阪
ｌ
昭
和
二
十
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
医
学
部
に
薬
学
科
が
併

設
さ
れ
た
。

な
お
大
阪
大
学
は
新
制
大
学
発
足
に
際
し
、
今
村
荒
男
学
長
は
、
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同
大
学
泉
尾
診
療
所
に
医
学
部
薬
学
科
か
、
医
学
部
歯
学
科
の
新
設

を
強
く
望
ん
で
い
た
。
当
時
豊
中
市
の
私
立
大
阪
薬
学
専
門
学
校

（
昭
和
五
年
大
槻
弍
校
長
は
豊
中
に
土
地
一
万
坪
を
求
め
、
三
階
建

等
校
舎
群
を
新
築
し
、
大
阪
よ
り
移
転
）
は
独
自
で
大
阪
薬
科
大
学

へ
昇
格
を
企
画
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
、
大
阪
大
学
と

大
阪
薬
学
専
門
学
校
両
主
脳
の
会
談
に
よ
り
、
大
阪
薬
学
専
門
学
校

の
土
地
（
運
動
場
・
薬
草
園
と
も
）
建
物
・
図
書
・
実
験
設
備
の
す

べ
て
を
無
償
で
大
阪
大
学
へ
寄
付
す
る
内
約
を
定
め
、
同
校
は
昭
和

二
十
四
年
大
阪
大
学
附
属
薬
学
専
門
部
と
な
り
、
在
校
生
徒
の
卒
業

と
と
も
に
、
大
阪
大
学
医
学
部
薬
学
科
と
し
て
発
足
し
た
。

新
制
の
薬
学
で
は
講
座
数
が
急
増
す
る
な
ど
、
旧
帝
大
で
も
医
学

部
薬
学
科
か
ら
分
離
独
立
し
て
薬
学
部
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
す

な
わ
ち
①
大
阪
大
学
ｌ
昭
和
三
十
年
、
②
東
京
大
学
ｌ
昭
和
三
十
二

年
、
③
京
都
大
学
ｌ
昭
和
三
十
五
年
、
④
九
州
大
学
ｌ
昭
和
三
十
九

年
、
⑤
北
海
道
大
学
Ｉ
昭
和
四
十
年
に
そ
れ
ぞ
れ
旧
帝
大
医
学
部
薬

学
科
か
ら
独
立
し
て
薬
学
部
と
な
っ
た
。

大
阪
大
学
の
五
○
年
史
や
同
大
学
村
上
信
三
初
代
薬
学
部
長
、
第

二
代
川
崎
近
太
郎
薬
学
部
長
の
記
述
に
よ
る
と
「
今
村
荒
男
総
長
や

医
学
部
教
授
会
が
薬
学
科
を
薬
学
部
に
独
立
さ
せ
る
構
想
を
も
ち
、

毎
年
要
求
を
続
け
て
き
た
。
そ
れ
が
結
実
し
、
昭
和
三
十
年
七
月
一

日
法
律
第
四
四
号
に
よ
っ
て
医
学
部
よ
り
薬
学
科
を
分
離
し
、
薬
学

部
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
旧
帝
大
系
で
は
最
初
の

誕
生
で
あ
る
。
文
部
省
の
意
向
と
し
て
は
東
京
大
学
が
ま
ず
薬
学
部

を
創
設
し
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
の
順
を
追
っ
て
独
立
さ
せ
る
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
他
に
先
が
け
て
薬
学
部
設
置
が
認
め
ら
れ
た
」
と

あ
る
が
、
真
意
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
日
本
の
帝
大
薬
学

科
は
す
べ
て
学
内
の
建
物
を
利
用
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
大
阪
大
学

薬
学
科
だ
け
が
、
旧
大
阪
薬
学
専
門
学
校
の
広
大
な
土
地
建
物
を
独

自
で
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
、
大
阪
大
学
は
旧
大

阪
薬
専
の
土
地
建
物
を
大
阪
府
に
売
却
し
、
万
博
跡
地
に
六
階
建
薬

学
部
を
新
築
移
転
し
た
。

な
お
大
阪
大
学
泉
尾
診
療
所
を
出
願
の
拠
点
と
し
て
、
医
学
部
歯

学
科
が
認
可
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
阪
大
学
歯
学
部
へ
と
発
展
し
た
。

旧
帝
大
系
で
は
最
初
の
歯
学
部
で
あ
る
。（

奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）
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